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人　 口　 調　 べ

( 昭和51年11 月1 日現在)
世　 帯　　　　202, 031
男　　　　　313, 594
女　　　　　305, 399

計　　　　　618, 993

( 前 月より288 人 増)

区
の
施
設
は
み
ん
な
の
も
の

楽
し
く
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か

あ
な
た
は
区
民
が
利
用
で
き

る
施
股
を
利
用
し
た
り
、
そ
こ

の
催
し
に
参
加
し
た
こ
と
か
あ

り
ま
す
か
。

凶
た
び
た
び
あ
る

凹
、
二
度
な
ら
あ
る

口
な
い

(足
立
区
政
に
開
す
る

世
論
調
査
か
ら
)

こ
の
結
果
を
み
て
も
わ
か
る
と
お

り
、
区
の
施
設
を
利
用
し
な
い
方
や

催
し
に
参
加
し
な
い
方
が
五
十
年
現

在
で
は
、
約
六
八
%
も
お
い
で
で
し

た
。
そ
し
て
、
利
用
や
参
加
を
し
た

こ
と
が
な
い
と
答
え
た
方
の
う
ち
、

「
施
設
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
ど

と
い
う
方
が
一
四
%
も
あ
り
、
「
催

し
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
ら
な
い
」
の

一
五
%
を
合
わ
せ
る
と
、
約
三
割
の

方
が
施
設
と
催
し
を
知
ら
な
い
と
お

答
え
に
な
り
ま
し
た
。

区
の
施
設
は
皆
さ
人
の
相
互
交
流

の
場
で
も
あ
る
と
同
時
に
区
と
皆
さ

ん
を
結
ぶ
場
で
も
あ
り
ま
す
。

同
じ
世
論
調
査
で
も
、
「
都
合
が

っ
け
ば
参
加
し
て
も
よ
い
」
方
が
五

五
%
に
も
達
し
、
「
参
加
し
た
い
」

の
一
一
%
を
合
わ
せ
る
と
、
約
六
剖

強
の
方
が
参
加
の
意
思
が
あ
る
と
さ

れ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
今
回
は
施
設
の
紹
介
を

す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
の
で
、
積
極

的
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

児
　
　
童
　
　

館

こ
ど
も
た
ち
に
健
全
な
遊
び
を
与

え
、
健
康
を
増
進
し
、
あ
わ
せ
て
情

操
を
ゆ
た
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
設
け
ら
れ
た
施
設
で
す
。

区
内
に
は
五
か
所
(
西
伊
興
・
新

田
・
千
住
あ
ず
ま
・
本
木
東
・
い
り

や
)
の
児
童
館
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
、
オ
セ
ロ
ゲ
ー
ム
な
ど

が
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
や
み
ん
な
で
話

し
あ
え
る
集
会
室
、卓
球
室
か
あ
り

ま
す
。

こ
の
ほ
か
、木
工
具
、ね
ん
ど
細

工
用
品
、工
作
台
が
そ
ろ
っ
て
い
る

工
作
室
が
あ
り
、自
由
に
便
え
ま
す
。

音
楽
室
に
は
、オ
ル
ガ
ン
、ギ
タ

ー
、
太
鼓
、
笛
な
ど
が
そ
ろ
っ
て
い

ま
す
。
音
楽
を
楽
し
ん
だ
り
、
コ
ー
ラ

ス
や
楽
器
演
奏
に
利
用
で
き
ま
す
。

図
書
寔
に
は

、学
習
図
書
か
ら
マ

ン
ガ
の
本
ま
で
あ
り
ま
す
。

交
　
通
　
公
　
園

遊
ぴ
な
が
ら
交
通
道
徳
が
身
に
つ

け
ら
れ
る
の
が
東
部
児
童
交
通
公
園

で
す
。こ
こ
に
は
、信
号
機
や
横
断

歩
道
な
ど
が
実
際
の
道
路
と
同
じ
よ

う
に
設
備
さ
れ
て
い
る
ほ
か
、ゴ
ー

カ
ー
ト
な
ど
の
乗
り
も
の
が
あ
り
、

無
料
で
自
由
に
使
用
で
き
ま
す
。

交
通
の
マ
ナ
ー
を
お
ぼ
え
る
た
め

に
も
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

教
育
セ
ン
タ
ー

教
育
の
充
実
、振
興
を
図
る
た
め

設
冊
一
さ
れ
た
も
の
で
、区
内
の
小
中

学
生
の
た
め
の
実
験
室
、教
育
資
料

室
、視
聴
覚
室
、展
示
ホ
ー
ル
な
ど

や
教
育
相
談
室
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
一
般
の
方
を
対
象
に

絵
叫

英
会
話
教
室
な
ど
の
教
養
講

座
を
開
い
て
い
ま
す
。

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

現
在
、区
に
は
教
育
セ
ン
タ
ー
と

中
部
区
民
福
祉
{
・
ン
タ
ー
の
二
か
所

に
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
が
設
置
さ
れ
て

い
ま
す
。

教
育
セ
ン
タ
ー
の
プ
弓
ネ
タ
リ
ウ

ム
は
直
径
十
五
メ
ー
ト
ル
の
大
型
で

毎
週
木
・
土
曜
日
に
季
節
に
応
じ
た

星
座
を
投
映
し
て
い
ま
す
(
十
六
歳

以
上
一
回
(
十
円
)

中
部
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
あ
る
の

は
、直
径
四
メ
ー
ト
ル
で
月
四
回
一

般
公
開
し
て
い
ま
す
(
入
場
無
料
)

老
　
　
人
　
　
館

お
年
寄
り
(
六
十
歳
以
上
の
方
)

を
対
象
と
し
た
施
設
で
、区
内
に
は

三
か
所
(
新
田
・
千
住
あ
ず
ま
・
い

り
や
)
が
あ
り
ま
す
。

館
内
に
は
大
広
間
、娯
楽
室
、浴

室
な
ど
が
備
え
て
あ
り
ま
す
。

体
　
　
育
　
　
館

区
民
体
育
の
振
興
と
向
上
を
図
る

た
め
、バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、卓
球
、柔
道
、剣
道
な

ど
が
で
き
る
よ
う
に
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。

使
用
す
る
方
は
、
二
か
月
前
か
ら

先
着
順
で
予
約
を
受
付
け
て
い
ま
す

の
で
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。
会
場
使

用
料
(
器
具
の
便
用
料
は
別
)
は
千

五
百
円
～
九
千
円
で
す
。

な
お
、毎
週
水
昭
日
に
は
、一
般

閊
放
を
し
て
い
ま
す
。使
用
料
は
大

人
六
十
円
、小
人
三
十
円
で
す
。

心
あ
た
た
ま
る交

流
の
場

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
区
民
セ
ン
タ
ー

こ
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
み

ん
な
が
気
軽
に
楽
し
く
利
用
で
き
る

の
が
こ
の
施
設
で
す
。

区
内
に
は
、い
ま
四
か
所
(
東
部

・
中
部
・
西
部
・
千
住
)
の
区
民
福

祉
セ
ン
タ
ー
と
一
か
所
の
区
民
セ
ン

タ
ー
(
花
畑
)
が
あ
り
ま
す
。

こ
こ
に
は
、図
書
室
の
ほ
か
、こ

と
も
を
対
象
と
し
た
施
設
と
し
て
、

自
由
に
レ
コ
ー
ド
を
聴
い
た
り
、
楽

鮃
を
演
葵
で
き
る
音
楽
室
、
絵
を
か

い
た
り
、
木
工
作
や
ね
ん
と
工
作
が

で
き
る
工
作
室
、
公
式
卓
球
音
の
あ

る
卓
球
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

お
年
寄
り
の
施
設
と
し
て
は
、
ゆ

つ
く
り
と
し
た
気
分
で
踊
り
を
楽
し

ひ
こ
と
が
で
き
、
憩
い
の
場
で
も
あ

る
大
広
間
、
囲
碁
・
将
棋
を
楽
し
み

な
が
ら
交
友
を
深
め
る
場
と
し
て
の

娯
楽
室
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

な
お
、
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

に
は
十
分
な
老
人
施
設
が
あ
り
ま
せ

ん
。こ

の
ほ
か
、ホ
ー
ル
で
は
、映
画

会
、紙
し
ぱ
い
な
ど
の
催
し
が
随
時

行
な
わ
れ
て
い
ま
す
。

青
　
　

年
　
　

館

青
少
年
の
健
全
育
成
、青
少
年
団

体
の
発
展
に
寄
与
す
る
た
め
の
施
設

で
す
。

館
内
に
は
、三
十
～
四
十
名
か
利

用
で
き
る
談
話
室
、大
小
二
つ
の
会

議
室
、三
十
名
ま
で
収
容
で
き
る
学

習
室
が
あ
り
ま
す
。料
理
実
習
室
で

は
、料
理
も
作
れ
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、大
レ
ク
リ
エ
ー
ジ
'

ン
ホ
ー
ル
で
は
、
講
演
会
、
音
楽
会
、

十
六
ミ
リ
映
画
会
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン

ス
な
ど
が
で
き
ま
す
。

消
費
者
セ
ン
タ
ー

消
費
者
の
皆
さ
ん
の
商
品
知
識
の

学
習
を
は
じ
め
、
現
在
消
費
生
浦
上

問
題
と
な
っ
て
い
る
テ
ー
マ
を
と
り

あ
げ
、消
費
者
教
室
や
座
談
会
を
開

催
し
、皆
さ
ん
に
考
え
て
い
た
だ
く

と
と
も
に
消
費
者
の
組
織
づ
く
り
の

た
め
、
地
域
消
費
者
グ
ル
ー
プ
の
育

成
を
図
っ
て
い
ま
す
。

館
内
に
は
、展
示
室
・
資
料
室
・

相
談
室
・
テ
ス
ト
室
な
ど
が
あ
り
ま

す
。

図
　
　
書
　
　
館

現
在
、区
内
に
は
中
央
図
忤
館
を

は
じ
め
、各
地
域
に
千
庄
・
宮
城
・
新

田
・
常
東
・
中
川
・
花
畑
の
七
か
所
の

図
書
館
が
あ
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、

区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
や
児
童
館
に
も

図
書
室
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、図
書
館
の
少
な
い
環
七
以

北
を
中
心
に
、移
動
図
喬
館
「き
ぽ

う
号
」で
巡
回
貸
出
し
も
し
て
い
ま

す
。こ

れ
ら
の
施
設
に
は
、児
童
文
学
・

百
科
事
典
・
歴
史
物
・
社
会
科
学
・

自
然
科
学
な
ど
こ
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
だ
れ
で
も
が
利
用
で
き
る
よ

う
に
、あ
ら
ゆ
る
本
を
そ
ろ
え
て
い

ま
す
。

図
書
館
の
利
用
は
、す
べ
て
無
料

で
す
。館
外
貸
出
し
も
あ
り
ま
す
の

で
、ご
利
用
く
だ
さ
い

。

結
　
婚
　
式
　
場

現
在
、区
に
は
三
か
所
(
産
業
振

興
館
・
青
年
館
・
東
部
区
民
福
祉
セ

ン
タ
ー
)
の
結
婚
式
場
が
あ
り
ま
す
。

い
ず
れ
も
民
間
の
結
婚
式
場
と
比

べ
て
、格
安
(
式
場
と
披
露
宴
室
は

三
千
円
)
で
す
の
で
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

以
上
、主
な
区
施
設
の
あ
ら
ま
し

を
紹
介
し
ま
し
た
が
、く
わ
し
い
こ

と
は
直
接
下
表
の
各
施
設
へ

お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い

。

センターでくつろぐお年寄りの皆さん

交通公園で楽しむ幼稚園児

□
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
区
民
セ
ン
タ
ー

東

部
　
六
〇
五一
七
一
〇
一
　
東
綾
瀬
一
丁
目
五
-
一
七

中

部
　
(
八
九
-
四
六
六
一
　
関
原
二
丁
目
一
〇
-
一
〇

西

部
(

九
七
-
五
〇
一
六
　
鹿
浜
二
丁
目
二
四
上
一

千

住
　
(
(
二
-
二
七
六
五

千
住
元
町
三
四
上

花

畑
　
(
五
〇
-
二
六
一
七
　
花
畑
土
地
区
画
盤
理
組
合

施
行
地
区
四
七
ブ
ロ
y
ク
ニ
〇
・
二
一

□
児
　
童
　
館

西
伊
興
　
八
九
七
上
(
九
四
八
　
西
伊
興
町
三
七
1
五

新
　
　

田
　
九
匸
〒
三
四
ニ
ー
　
新
田
二
丁
目
一
1
匸
二

千
住
あ
ず
ま
　
(
(
二
上
二
元
　
千
住
東
二
丁
旦
二
上
八
　
　

本
木
東
　
(
四
九
一
三
〇
〇
五
本
木
二
丁
目
匸
二
上
一
　
　
　

い
り
や
　
(
五
五
-
一
〇
五
〇
舎
人
町
二
匸
一
二

□
老
　
人
　
館

新
　
　

田
　
九
匸
〒
三
四
ニ
ー
　
新
田
二
丁
目
丁
一
三

千
住
あ
ず
ま
　
(
(
二
大
二
八
　
千
住
東
二
丁
目
ニ
ー
上
(
　
　

い
り
や
　
(
五
五
大
○
五
〇
舎
人
町
二
三
二

□
図
　
書
　
館

中
央
図
書
館
　
八
四
〇
1
四
六
四
六
　
梅
田
七
丁
目
一
三
上

千
住
図
書
館
　
(
【一
犬
九
九
四
　
千
住
竜
田
町
七
一
二

宮
城
図
書
館
　
九
二
〒
O
四
六
〇
　
宮
城
】丁
目
二
七
-
(

新
田
図
書
館
　
九
匸
T
一
七
六
七
新
田
三
丁
目
一
四
大

常
東
図
書
館
　
(
(
丁
(
五
(
五
　
千
住
旭
町
九
1
一
六

中
川
図
書
館
　
六
〇
六
l
O
匸
一
七
　
中
川
四
丁
目
四
一
干
四

花
畑
図
書
館
　
(
五
〇
上
=
(
I
(
　
花
畑
土
地
区
画
整
理
組
合

施
行
地
区
四
七
ブ
ロ
ッ
ク
ニ
〇
・
二
一

□
結
婚
式
場

産
業
振
興
館
　
(
(

二
-
一
六
六
(
　

千
住
一
丁
目
五
〇

青

年

館
　
八
九
〇
I
○
○
七
(
　

西
新
井
一
丁
目
四
上

七

東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
六
〇
五
一
七
一
〇
一東

綾
瀬
一
丁
目
五
上

七

□
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム

教
育
セ
ン
タ
ー
　
(

五
〇
一
(
(

〇
一
　
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
上
一
一

中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
　
(
(

九
一

四
六
六
一

関
原
二
丁
目
一
〇
一
一
〇

□
そ
の
他
の
施
設

消
費
者
セ
ン
タ
ー
　
(
七
〇
-
匸
二
九
一
　
千
住
仲
町
三
番
地

(
区
商
振
連
会
館
内
)

体
　
育
　
館
　
(
(

六
上
(
○
一
三
　

中
央
本
町
一
丁
目
一
七
上
一

交

通
公

園
　
六
〇
五
-
七
一
〇
一
　
東
稜
瀬
一
丁
目
五
-
一
七

(
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
)
　
　

青
　
年
　
館
　
{
九
〇
-
〇
〇
六
}
　
西
新
井
一
丁
目
四
-
}
七

教
育
セ
ン
タ
ー
　
(

五
〇
-
(
(

〇
一
　
竹
の
塚
二
丁
目
二
五
一

ニ

ー
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保育料が改訂されます

52年1 月から
区
で
は
重
点
施
策
「
社
会
福
祉
の

充
実
」
の
}
環
と
し
て
、
保
育
園
の

増
設
、
保
育
内
容
の
充
実
に
力
を
注

い
で
き
ま
し
た
。
足
立
の
明
日
を
に

な
う
子
供
だ
も
の
健
全
な
成
長
は
、

み
ん
な
の
願
い
だ
か
ら
で
す
。
そ
の

た
め
家
計
へ
の
彰
一
も
考
え
、
最
近

の
物
価
上
昇
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ

れ
ま
で
保
育
料
を
す
え
お
い
て
き
ま

し
气
し
か
し
区
の
財
政
状
況
も
大

変
苦
し
く
な
り
、
や
む
を
得
ず
別
表

の

よ

う

に

保

育

料

を

改

訂

す

る

こ

と

と
し

ま

し

た

。
皆

さ

ん

の

ご
理

解

と

ご
協

力

を
お

願

い
し

ま

す

。

改
訂
のあ

ら
ま
し

現
在
の
保
育
料
は
、
昭
和
三
卜
九

年
以
来
十
二
年
閧
す
え
お
か
れ
て
き

ま
し
た
。
そ
の
間
、
物
価
の
上
昇
、

財
政
事
情
の
悪
化
な
ど
に
よ
り
、
保

育
に
要
す
る
経
費
が
他
の
事
業
に
影

響
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
气

区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
情
勢
の
中

で
、
保
育
園
の
'
増
設
、
保
育
内
容
の

充
実
に
力
を
注
弌

高
ま
る
保
育
一一一

要
に
こ
た
え
て
き
ま
し
气

し
か
し
、
年
々
増
大
す
る
保
育
費

用
を
、
限
ら
れ
た
財
源
で
賄
う
こ
と

が
困
難
に
な
っ
て
き
ま
し
气
そ
こ

で
、
特
別
区
二
十
三
区
が
共
同
で
、

「
特
別
区
保
育
問
題
饗
瞶
き
を
設

け
、
保
育
料
の
あ
り
方
な
ど
に
つ
い

て
審
議
し
た
結
果
、
別
表
の
よ
う
な

答
申
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

二
十
三
区
は
、
こ
の
答
申
そ
検
討

し
ま
し
た
が
、
妥
当
な
も
の
で
あ
る

と
う
け
と
め
、
来
年
一
月
か
ら
、
二

十
三
区
全
体
の
保
育
料
を
改
訂
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

家
計
へ
の

影
響
を
少
な
く

改
訂
に
あ
た
っ
て
は
、
家
計
へ
の

影
響
を
で
き
る
だ
け
考
慮
し

、
過
去

十
二
年
間
で
上
昇
倍
率
の
最
も
小
さ

い
実
質
賃
金
指
数
(

二
・
〇
五
倍
)

を
基
準
と
し
で

、
改
訂
額
を
算
出
し

ま
し
た
。

ま
た
、
保
護
者
の
負
担
能
力
に
応

じ
た
、
適
正
な
保
育
料
と
な
る
よ
う
、

三
歳
未
満
児
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま

で
の
(
階
層
の
区
分
を
、
さ
ら
に
二

十
一
階
層
に
細
分
化
し
ま
し
た
。

二
人
以
上
の
お
子
さ
ん
が
保
育
園

に
遖
っ
て
い
る
家
庭
の
場
合
は
匸
一

人
目
以
降
の
保
育
料
は
半
額
に
な
り

ま
す
。
た
だ
し
、
同
一
世
帯
の
保
育

料
の
合
計
額
が
、
最
年
少
児
の
保
育

料
に
満
た
な
い
と
き
、
最
年
少
児
の

保
育
料
が
そ
の
家
庭
の
保
育
料
と
な

り
ま
す
。

そ
れ
で
も
多
い

区
の
負
担

保
育
園
の
運
営
に
は
、
施
設
の
改

善
、
給
食
、
教
材
、
人
件
費
な
ど
さ

ま
ざ
ま
な
費
用
が
か
か
り
ま
す
。

今
回
の
改
訂
に
よ
っ
て
、
保
育
料

は
約
二
億
円
の
増
収
と
な
り
ま
す
が

ま
だ
た
り
な
い
の
が
現
状
で
す
。

保
育
園
に
通
っ
て
い
る
家
庭
と
そ

う
で
な
い
家
庭
と
の
均
衡
を
考
え
る

と
、
保
育
事
業
に
か
か
る
経
費
が
、

他
の
瘍
'業
に
影
響
す
る
よ
う
で
は
困

も
う
一
つ
に
は
、
超
過
負
担
に
よ

る
区
力
持
出
分
が
あ
り
ま
す
。
保
育

経
費
は
、
全
国
均
一
に
国
で
定
め
た

基
準
が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
こ
の

基
準
に
よ
っ
て
国
か
ら
財
源
が
お
り

て
き
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
東
京
の
よ

う
な
都
市
部
で
は
、
こ
刀
基
準
で
は

十
分
な
保
育
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま

せ
ん
。
各
区
と
も
、
こ
の
た
り
な
い

部
分
を
、
区
の
一
般
財
源
か
ら
持
ち

だ
し
て
賄
っ
て
い
ま
寸
。

二
十
三
区
長
会
で
は
、
こ
の
超
過

負
担
分
の
解
消
な
ど
、
保
育
事
業
の

円
滑
な
運
営
の
た
め
に
、
蜿
掲
の
よ

う
に
国
や
都
に
強
く
働
き
か
け
て
い

ま
す
。

負
担
増
加
と
な
る
方
々
に
つ
い
て

は
、
大
変
と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の

よ
う
な
実
態
を
十
分
ご
理
解
い
た
だ

き
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

保育問題

超
過
負
担
の
解
消
な
ど

国や都に強く働きかけ

特
別
区
区
長
会
で
は
、
区
議
会
の

意
向
や
保
育
問
題
審
議
会
の
答
申
を

受
け
、
国
(
厚
生
大
臣
)
と
、
都
(
知

事
)
に
対
し
、
(
月
三
十
一
日
、
次

の
よ
う
な
要
躊
を
行
な
い
ま
し
た
。

国

に

対

す

る

要

請

一
　
保
育
園
建
設
費
の
国
庫
負
担

糲
を
実
態
に
即
し
て
増
額
す
る
こ
と

二
　
保
育
園
建
設
用
地
費
に
対
し

て
も
国
庫
負
担
の
措
置
を
講
ず
る
こ

と
三
　
大
都
市
の
生
活
条
件
に
適
合

す
る
よ
う
措
置
費
の
改
善
を
図
る
こ

と
四
　
保
育
園
に
お
け
る
保
育
内
容

の
充
実
の
た
め
、
次
の
事
項
に
つ
い

て
適
切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

①
零
歳
児
保
气
畏
時
間
保
育
、
障

害
児
保
育
の
内
容
を
改
善
、
充
実
す

る
た
め
の
措
置
を
講
ず
る
こ
と

②

三
歳
以
上
児
に
つ
い
て
も
主
食
給
食

を
実
施
す
る
こ
と
　
⑤
保
母
等
の
定

数
増
を
図
る
こ
と

五
　
保
育
料
の
国
基
準
設
定
に
あ

た
っ
て
は
、
そ
の
基
本
的
理
念
、
性

格
等
を
明
確
に
し
、
実
情
に
即
し
た

改
善
を
図
る
こ
と

六
　
保
育
料
は
条
例
制
定
事
項
と

す
る
こ
と

七
　
未
認
可
保
育
施
設
に
関
し
、

そ
の
抜
本
的
対
策
を
早
急
に
講
ず
る

こ
と

八
　
児
童
を
と
り
ま
く
生
活
環

境
、
養
護
機
能
の
整
備
の
た
め
、
住

宅
政
策

、
婦
人
労
勳
政
策
、
児
童
養

育
政
策
の
充
実
を
図
る
こ
と

九
　
保
育
園
と
幼
稚
園
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
肘
を
加
え
、
原
則
的
な

政
策
の
点
検
と
調
整
を
図
る
こ
と

都

に
対
す
る
要
請

一
　
東
京
都
に
保
育
問
題
審
議
機

関
を
設
置
す
る
こ
と

二
　
財
政
調
盤
を
行
な
う
に
あ
た

っ
て
保
育
園
経
費
の
実
態
に
即
し
た

算
定
を
行
な
い
、
そ
の
根
拠
を
明
確

に
す
る
こ
と

三
　
未
認
可
保
育
施
設
に
関
し
、

そ
の
抜
本
的
対
策
を
早
急
に
講
す
る

こ
と四

　
児
童
を
と
り
ま
く
生
活
環

境
、
養
護
機
能
の
整
備
の
た
め
、
住

宅
政
策
、
婦
人
労
働
政
策
、
児
童
饗

育
政
策
の
充
実
を
図
る
こ
と

五
　
保
育
園
と
幼
稚
園
の
あ
り
方

に
つ
い
て
検
討
を
加
え
、原
則
的
な

政
策
の
点
検
と
調
盤
を
図
る
こ
と

▲ 子供たちの健全な成長を祈って……保育の充実は重点施策

足立区保育料( 保育所措置費徴収金) 新旧対象表

お
産
の
費
用
に

お
困
り
の
方
に

各
福
祉
事
務
所
で
は
、
児
童
福
祉

箴
に
基
づ
い
て
、
入
院
助
産
施
設
の

利
用
な
ど
の
、
相
談
受
付
け
を
行
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
妊
産
婦
が
入
院
し
て
分

娩
す
る
必
要
が
あ
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
経
済
的
に
そ
の
費
用
の
令
額
ま

た
は
一
部
を
、
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
家
庭
の
た
め
の
制
度
で
す
。

次
の
三
つ
の
要
件
に
あ
て
は
ま
る

ご
家
庭
は
、
入
院
助
産
制
度
多
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▽
区
内
に
住
ん
で
い
る
こ
と

▽
前
年
分
の
所
得
税
が
九
千
六
百
円

以
下
で
あ
る
こ
と

▽
妊
娠
七
か
月
以
下
で
あ
る
こ
と

手
続
き
に
必
要
な
も
の

▽
前
年
分
の
所
得
税
額
の
わ
か
る
も

の
(
課
税
証
明
書
、
原
泉
徴
収
票
、

納
税
通
知
書
の
い
ず
れ
か
)

▽
前
年
度
分
特
別
区
民
税
額
の
わ
か

る
も
の
(
課
税
証
明
斉
、
特
別
徴

収
通
知
霽
、
納
入
通
知
書
の
い
ず

れ
か
)

▽
健
康
保
険
証
　
▽
母
子
手
帳

▽
ぽ
か
ん

く
わ
し
く
は
、
あ
な
た
の
住
所
地

今
管
轄
す
る
福
祉
事
務
所
へ
。

国

民

年

金

相

談

コ

ー

ナ

ー

最
近
年
金
に
対
す
る
区
民
の
方
の

関
心
が
高
ま
り
電
話
等
で
の
問
い
合

わ
せ
が
非
常
に
多
く
な
っ
て
い
ま

す
。そ
こ
で
、区
で
は
、年
金
相
談

を一
口
な
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
区
の
職
員
の
ほ
か
東
京
都

国
民
年
金
部
か
ら
専
門
の
相
談
具
が

来
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。年
金
を
も

ら
う
手
続
、年
金
額
は
い
く
ら
な
ど
、

年
金
に
つ
い
て
質
問
の
あ
る
方
、制

度
に
つ
い
て
く
わ
し
く
知
り
た
い
方

は
、ぜ
ひ
お
い
で
く
だ
さ
い
。

相
談
日
　
毎
月
第
三
金
曜
日
午
前
十
　

時
か
ら
午
後
三
時
三
十
分

場
所
　
区
役
所
二
階
国
民
年
金
課
　

問
い
合
わ
せ
は
、区
役
所
国
民
年

金
課
へ
ど
う
ぞ
。

青色申告決算書作成の説明会
時間は、いずれも午後2 時から4 時までです。

愛の献血にご協力を

冬
は
血
液
の
不
足
す
る
季
節
で
す
。

献
血
車
が
区
内
各
地
域
を
巡
回
し
て
い

ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

十
二
月
の
献
血
日
程

九
日
(
木
)
東
淵
江
小

十
六
日
・
(木
)
江
北
小

十
七
日
(
金
)
第
七
中

二
十
日
(
月
)
竹
の
塚
駅
東
口

二
十
三
日
(
木
)
第
二
庁
舎

二
十
(
日
(
火
)
北
千
住
駅
西
口

時
間
は
、
い
ず
れ
も
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
で
す
。

車はご遠慮ください

年
末
に
な
る
と
、
各
種
の
届
出
弋

証
明一
の
交
付
な
ど
で
、
区
役
所
の
窓

口
は
大
変
混
雑
し
ま
す
。

区
役
所
本
庁
舎
の
駐
車
場
も
、
た
く

さ
ん
の
車
を
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

な
い
た
め
、
車
で
来
た
万
に
ご
遠
慮
願

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
に
入
れ
な
い
か
ら
と

い
っ
て
路
上
に
止
め
て
お
く
と
、
歩
行

者
に
迷
惑
が
か
か
り
ま
す
。

年
末
は
、
車
は
で
き
る
だ
け
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

衆
議
院
議
員
選
挙

今
日
(
十
二
月
五
日
)
は
投
票
日

投
票
時
間
は
午
前
七
時
～
午
後
六
時

家
族
そ
ろ
っ
て
投
票
し
ま
し
ょ
う
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広 報
広 聴

日
常
生
卮
に
い
ち
ぱ
ん
身
近

な
行
政
体
が
区
で
す
。

区
政
か
ど
の
よ
う
な
計
画
で

進
め
ら
れ
、住
民
の
要
望
は
ど

の
よ
う
な
も
の
か
、お
互
い
の

考
え
を
通
じ
合
い
、理
解
し
、

協
力
す
る
た
め
の
パ
イ
プ
役
が

広
報
、広
聴
で
す
。

広
報
で
お
知
ら
せ
し
、理
解

し
て
い
た
だ
き
、広
聴
で
要
望

意
見
を
お
う
か
が
い
し
、区
政

に
反
映
さ
せ
て
い
く
。
そ
し
て

ま
た
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
す
る

の
が
本
来
の
あ
り
方
で
す
。

今
回
は
こ
の
よ
う
に
あ
り
た

い
と
願
っ
て
い
る
広
報
。
広
聴

の
仕
事
を
ご
紹
介
し
ま
し
″

う
。

区
政
を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ

き
、ご
協
ガ
を
お
願
い
す
る
た
め
に

は
、
区
政
に
つ
い
て
の
情
報
を
お
知

ら
せ
す
る
こ
と
が
第
一
条
件
で
す
。

情
報
を
お
届
け
す
る
方
法
も
多
様

化
さ
れ
て
い
る
現
在
、区
で
も
い
ろ

い
ろ
エ
夫
し
効
果
を
あ
げ
る
た
め
に

男
力
し
て
い
ま
す
。
大
き
く
分
け
る

と
次
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

読
ん
で
理
解
す
る

出
版
物

区

の

お

知

ら

せ

毎
月
五
日
・
二
十
-
9
の
二
回
発

行
、新
聞
に
折
り
込
ん
で
お
届
け
し

て
い
ま
す
。
区
政
に
対
す
る
需
要
が

増
え
事
業
の
拡
大
に
と
も
な
い
今
の

ニ
ペ
ー
ジ
で
は
紙
面
が
た
り
ず
J
記

事
を
短
か
く
つ
め
て
あ
る
な
ど
、読

み
に
く
い
面
を
改
響
す
る
よ
う
努
力

し
て
い
ま
す
。

わ

た

し

の

便

利

帳

区
民
の
皆
さ
ん
に
い
ち
ぱ
ん
人
気

が
あ
り
、発
行
の
お
問
い
合
わ
せ
が

多
い
の
が
便
利
帳
で
す
。

た
い
へ
ん
お
待
た
せ
し
ま
し

た
が
十
二
月
二
十
日
ご
ろ
ま
で

に
お
宅
に
お
届
け
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

今
度
の
便
利
帳
は
、新
企
画

の
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
を
洫
紙

に
、地
図
を
フ
ロ
ク
と
し
、内

容
も
ご
満
足
い
た
だ
け
る
と
期

待
し
て
い
ま
す
。

次
回
発
行
ま
で
約
二
年
間
ご

愛
用
い
た
だ
く
も
の
で
す
か

ら
、可
愛
が
っ
て
お
便
い
く
だ

さ
い
。

そ

の

他

の

出

版

物

写
真
で
見
せ
る
グ
ラ
フ
足
立
、統

計
の
数
字
で
見
る
足
立
、地
図
と
み

ど
こ
ろ
の
あ
だ
ち
・
あ
ら
か
る
と
、

一
週
間
の
行
事
を
ま
と
め
た
週
報
な

ど
を
出
版
し
て
い
ま
す
。

身
近な

出
来
ご
と

た
と
え
ば
「毎
朝
、病
後
の
健
康

回
復
や
、体
力
維
持
の
た
め
に
お
と

し
よ
り
が
近
所
の
区
立
公
園
で
運
動

を
し
て
い
る
」と
い
う
よ
う
な
、あ

な
た
の
身
近
に
あ
る
情
報
を
ぜ
ひ
知

り
た
い
の
で
す
。

区
で
は
、こ
の
よ
う
な
情
報
を
い

た
だ
く
と
、す
ぐ
係
員
が
お
伺
い
し

て
話
を
き
き
、写
真
を
と
っ
て
、情

報
バ
ン
ク
へ
貯
め
て
お
き
ま
す
。

「
区
の
お
知
ら
せ
」
な
ど
の
出
版
物

で
必
要
な
と
き
、す
ぐ
と
り
出
し
て

使
わ
せ
て
い
た
だ
く
た
め
で
す
。

も
ち
ろ
ん
ご
迷
惑
を
お
か
け
す
る

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

区
の
出
版
物
を
通
じ
て
、皆
さ
ん

。が
よ
り
身
近
に
、よ
り
親
し
み
を

感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
と
し
た
ら
、

そ
れ
は
す
ば
ら
し
い
こ

と
で

し
″

う
。そ

の
ほ
か
必
要
が
あ
れ
ば
、区
以

外
の
報
道
機
関
に
ご
紹
介
す
る
場
合

も
あ
り
ま
す
。

「こ
ん
な
こ
と
…
…
」と
お
考
え
に

な
ら
な
い
で
、ち
″
つ
と
電
話
の
ダ

イ
ヤ
ル
を
回
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

見
て
聞
い
て

楽
し
い
映
画

ど
な
た
で
も
楽
し
く
見
な
が
ら
、

区
政
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
に
広

報
映
画
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
第
四
作
目
で
、
「私
た
ち

の
足
立
-
防
災
編
」が
も
う
す
ぐ
完

成
し
ま
す
。こ
の
映
画
に
は
、た
く

さ
ん
の
区
民
の
方
が
出
演
し
、防
災

対
策
に
活
皿
し
ま
す
。
来
年
一
。月
下

甸
ご
ろ
か
ら
貸
出
し
し
ま
す
。

十
六
ミ
リ
は
中
央
図
一

館
(
団
体

登
録
が
必
要
)
(

ミ
リ
は
広
報
課
に

あ
り
ま
す
。こ
の
ほ
か
、マ
ン
ガ
、

ス
ポ
ー
ツ
も
の
、
自
然
科
学
も
の
な

ど
も
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。

あ
な
た
も
ぜ
ひ
I
'度
ご
ら
ん
く
だ

さ
い
。

耳
か
ら

知
る

声
の
お
知
ら
せ

目
の
ご
不
自
由
な
方
の
た
め
に
、

区
の
お
知
ら
せ
を
「
声
」
で
編
集
し
、

カ
セ
'
卜
に
入
れ
た
も
の
を
発
行
し

て
い
ま
す
。
現
在
五
十
本
で
す
が
、

少
し
で
も
ふ
や
そ
う
ど
努
力
し
て
い

ま
す
。

こ
の
ほ
か
耳
の
ご
不
自
由
な
方
の

た
め
、
「
手
話
の
ビ
デ
オ
広
報
」
も

毎
月
発
行
し
て
い
ま
す
。

区 への ご 意見 は

広聴へ

区
で
は
、
区

民
の
声
を
区
政

に
反
映
す
る
た

め
、
対
話
集
会

を
開
い
て
ナ
マ

の
声
を
聴
き
、

世
諭
調
査
・
区

政
モ
ニ
タ
ー
制

度
な
ど
に
よ
っ
て
区
政
に
関
す
る
意

職
を
調
査
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
仕
事
は
「
広
聴
」と
い
い

企
画
広
報
室
で
所
管
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
皆
さ
ん
の
ご
意
見
・
苦
情

等
も
常
時
お
受
け
し
て
、
関
係
機
関

と
調
整
す
る
窓
口
に
も
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
こ
で
、
増
え
て
き
た
広
聴
窓

口
の
事
例
を
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

■
綾
瀬
駅
自
転
車
置
場
に
最
近
捨
て

ら
れ
て
い
る
ゴ
ミ
が
多
く
不

潔
で

す
。清
掃
と

、き
れ
い
に
使
う
よ
う
利

用
者
に
周
知
し
て
ほ
し
い
(
一
区
民
)

こ
れ
ぼ
電
話
に
よ
る
要
望
で
し
た
。

こ
の
自
転
車
置
場
は
、
千
五
百
台

収
容
で
き
る
よ
う
に
区
が
設
置
し
た

も
の
で
す
。
各
出
入
口
に
ペ
ン
ギ
ン

型
ゴ
ミ
箱
が
お
い
て
あ
り
ま
す
が
、

紙
く
す
程
度
奢
捨
て
る
の

が
目
的

で

、
投
入
口
は
小
さ
く
な
っ
て
い
ま

す
。こ

の
ゴ
ミ
は
区
で
処
理
し
て
い
ま

す
が
、
一
部
の
心
無
い
人
が
捨
て
る

家
庭
ゴ
ミ
や
新
聞
・
雑
誌
等
、
一
場

の
随
所
に
あ
る
も
の
は
、
地
元
自
治

会
の
ご
協
力
で
清
掃
し
て
い
た
だ
い

て
い
ま
し
た
。
そ
こ
で
早
速
「
ゴ
ミ

を
捨
て
な
い
よ
う
」
に
呼
ひ
か
け
、

区
で
処
理
す
る
ほ
か
に
毎
月
二
回
清

掃
を
業
者
に
委
託
す
る
こ
と
に
し
ま

し
た
。

こ
れ
で
問
題
が
解
決
し
た
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

本
来
、
自
転
車
置
場
は
自
転
車
を

駐
車
し
て
お
く
場
所
な
の
で
す
か
ら

ゴ
ミ
を
捨
て
る
場
所
で
は
な
い
こ
と

は
明
ら
か
で
す
。
目
的
ど
お
り
使
用

し
て
い
れ
ば
、
地
元
住
民
の
方
に
ご

迷
惑
や
清
掃
奉
仕
を
願
わ
な
く
て
も

良
い
は
ず
で
す
し
、
区
で
も
委
託
経

費
を
支
出
せ
ず
に
済
む
の
で
す
。

ゴ
ミ
を
捨
て
る
方
も
区
民
な
ら
ば

清
掃
奉
仕
す
る
方
も
区
民
だ
と
い
う

事
実
を
、
み
ん
な
で
考
え
て
ほ
し
い

の
で
す
。

広
瞎
窓
口
に
は
「
ヘ
ビ
が
い
る
か

ら
な
ん
と
か
し
て
」
と
い
う
電
話
か

ら
、
「
公
立
病
院
を
建
股
し
て
」
と

い
う
(
ガ
キ
ま
で
多
様
な
要
請
か
あ

り
ま
す
。
住
民
に
身
近
か
な
区
役
所

と
し
て
こ
れ
ら
に
す
ぐ
に
対
応
し
て

い
ま
す
が
、
区
の
権
限
外
の
事
項
か

多
く
。
調
整
に
よ
っ
て
区
民
の
利
益

を
は
か
る
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

み
んなの
豆
知識

暖
房
器
具
は

正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う

本
格
的
な
冬
の
訪
れ
を
迎
え
、

暖
男
器
具
を
使
う
機
会
が
多
く
な

り
ま
し
た
。
そ
こ
で
こ
の
季
節
で

一
番
心
配
な
の
は
。
暖
房
器
具
の

不
始
末
卆
点
検
不
備
に
よ
る
火
災

の
発
生
で
す
。
特
に
冬
季
は
。年

間
火
災
発
生
件
数
の
四
〇
%
を
占

め
。
ち
″
つ
と
し
た
不
注
意
が
原

因
に
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
は
家
庭
で
一
般
的
に
使
わ

れ
て
い
る
暖
房
器
具
に
ス
ポ
'
卜

を
あ
て
て
み
ま
し
た
。

石
油
ス
ト

ー
ブ

は

安
全
な
場
所
に

家
庭
で
起
こ
る
火
災
の
う
ち
、

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
不
始
末
が
最
も

高
い
割
合
を
占
め
て
い
ま
す
。

石
油
ス
ト
ー
ブ
は
、使
用
す
る

前
に
必
ず
点
検
・
整
備
を
し
、不

良
箇
所
は
完
全
に
修
理
し
て
く
だ

さ
い
。一
き
場
所
は
、燃
え
や
す

い
も
の
が
な
い
安
全
な
場
所
に
I

く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、下
着
や
オ
ム
ツ
な
ど
を

石
油
ス
ト
ー
ブ
の
上
で
乾
か
し
て

い
る
ご
家
庭
を
よ
く
見
か
け
ま
す

が
、
f
非
常
に
危
険
で
す
。
石
油
ス

ト
ー
ブ
に
給
油
す
る
と
き
は
、完

全
に
火
を
洌
し
て
か
ら
行
な
い
、

絶
対
に
火
を
つ
け
た
ま
ま
持
ち
運

ば
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

過

信

は

禁

物

電

気

コ

タ

ツ

な

ど

電
気
コ
タ
ツ
や
電
気
ス
トー
ブ

な
ど
は
、
使
い
や
す
く
安
全
な
も

の
と
し
て
広
く
一
般
に
使
わ
れ
て

ぃ
ま
す
が
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で
火

災
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

安
全
装
置
が
付
い
て
い
て
も
、

古
く
な
る
と
作
動
が
不
良
と
な
り

長
時
間
の
使
用
に
は
、
た
え
ら
れ

な
く
な
る
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
使

用
中
温
度
の
翻
節
が
自
動
的
に
で

き
な
い
も
の
は
、
必
ず
一
気
店
で

点
検
し
て
も
ら
い
ま
し
き
っ
。

長
時
間
コ
タ
ツ
な
ど
か
ら
離
れ

る
と
き
は
、
必
ず
コ
ン
セ
ン
ト
を

抜
き
、
布
団
の
片
側
を
持
ち
上
げ

て
お
け
ば
消
し
忘
れ
が
な
く
安
全

で
す
。

ガ

ス

ス

ト

ー

ブ

の

点

検

を

都
市
ガ
ス
・
プ
ロ
パ
ン
ガ
ス

は
、
取
扱
い
を
誤
ま
る
と
火
災
や

爆
発
・
中
毒
な
ど
大
き
な
事
故
の

も
と
に
な
り
ま
す
。

ガ
ス
ス
ト
ー
ブ
の
バ
ー
ナ
ー
や

ゴ
ム
管
な
ど
は
、一
か
月
に
一
回

は
点
検
し
、そ
う
じ
を
し
た
り
不

良
な
も
の
は
取
り
讐
え
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

ビ
ニ
ー
ル
管
は
、
抜
け
や
す
い

の
で
絶
対
に
使
わ
な
い
よ
う
に
、

部
屋
ご
し
の
長
い
ゴ
ム
管
ぱ
危
険

で
す
の
で
ゃ
め
ま
し
き
つ
。

冬
は
、
畏
時
間
ス
ト
ー
ブ
(
石

油
・
ガ
ス
)
を
使
用
し
ま
す
の
で
、

三
十
分
に
一
回
窓
を
開
け
る
よ
う

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。

外
出
す
る
と
き
、寝
る
と
き
は

必
ず
火
の
元
の
点
検
を
。

たばこは
区内で

買いましよう

一
金
十
一
億
九
千
万
円
也
。

こ
の
数
字
を
な
ん
だ
と
お
考
え

で
す
か
。

実
は
こ
の
数
字
、昭
和
五
十
年

度
に
「特
別
区
た
ば
こ
消
費
税
」

と
し
て
区
に
入
っ
た
お
金
で
す
。

区
内
で
売
れ
た
た
ぱ
こ
の
総
売
上

本
数
に
よ
っ
て
、専
売
公
社
か
ら

区
へ
納
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

皆
さ
ん
が
、た
ば
こ
を
区
内
で

賈
う
こ
と
に
よ
っ
て
、そ
れ
だ
け

区
の
収
入
が
増
え
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

た
と
え
ば
、保
育
園
の
建
築
費

に
一
億
一
千
万
円
か
か
る
と
す
る

と
、約
十
閭
が
こ
の
収
入
で
ま
か

な
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

昭
和
五
十
年
度
に
区
内
で
売
れ

た
総
本
数
は
、約
十
四
億
九
千
万

本
で
、人
ロ
ー
人
当
り
二
千
四
百

五
十
一
本
に
な
り
ま
す
。千
代
田

区
の
四
万
三
千
四
百
三
十
三
本
、

中
央
区
の
二
万
(
千
百
五
十
七
本

に
く
ら
べ
る
と
I
割
に
も
足
り
ま

せ
ん
。

こ
の
数
字
か
ら
、都
心
へ
動
め

に
出
る
方
が
、た
ば
こ
を
勤
務
先

で
買
う
こ
と
が
多
い
の
が
わ
か
り

ま
す
。

ま
た
、自
動
販
売
機
か
ら
貿
う

よ
り
も
、看
板
娘
と
は
い
わ
な
い

ま
で
も
店
の
方
か
ら
手
渡
し
て
も

ら
う
方
が
い
い
と
い
う
意
見
も
あ

り
ま
す
。

た
ば
こ
は
健
康
上
吸
い
す
ぎ
る

と
書
が
あ
り
ま
す
か
ら
、強
い
て

お
す
す
め
で
き
ま
せ
ん
が
、も
し

お
賈
い
に
な
る
と
き
は
ぜ
ひ
区
内

で
賈
っ
て
い
た
だ
く
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

も
う
す
ぐ

冬
休み

―
計
画
的
に
す
ご
そ
う
―

師
走
を
迎
え
、な
ん
と
な
く
あ
わ

た
だ
し
い
季
節
に
な
り
ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
、こ
ど
も
た
ち
に
と
っ

て
楽
し
い
冬
休
み
が
始
ま
り
ま
す
。

そ
こ
で
、こ
の
冬
休
み
の
期
間
を

有
意
義
に
す
ご
す
よ
う
、各
ご
家
庭

で
は
次
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
あ
げ

て
く
だ
さ
い
。

お

こ

ず

か

い

の

使

い

方

お
年
玉
や
お
こ
す
か
い
を
も
ら
う

機
会
が
多
く
な
る
の
が
、正
月
を
は

さ
ん
だ
冬
休
み
中
で
す
。こ
う
し
た

と
き
に
、お
金
の
値
打
を
お
教
え
、

使
い
方
を
こ
ど
も
自
身
に
考
え
さ
せ

た
い
も
の
で
す
。

親
が
あ
ま
り
干

渉
し
す
ぎ
る
こ
と

は
禁
物
で
す
が
、

こ
ず
か
い
帳
を
つ

け
さ
せ
る
と
か
、

予
算
を
立
て
、計

画
的
に
使
う
よ
う

親
子
で
話
し
合
う

こ
と
も
大
切
で
す
。

は

き

は

き

と

し

た

応

対

を

お
正
月
は
、防
問
し
た
り
、さ
れ

た
り
す
る
機
会
が
多
い
も
の
で
す
。

こ
ど
も
ら
し
い
無
邪
気
さ
と
不
作

法
と
は
ち
が
い
ま
す
。明
る
い
態
度

で
、は
き
は
き
と
応
対
で
き
る
よ
う

し
つ
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

か

ら

だ

を

き

た

え

よ

う

寒
い
か
ら
と
い
っ
て
厚
着
は
禁
物

で
す
。

マ
ラ
ソ
ン
や
乾
布
ま
さ
っ
な
ど
、

こ
ど
も
に
計
画
を
立
て
さ
せ
、で
き

れ
ば
親
子
で
、か
ら
だ
を
勵
か
す
こ

と
を
実
行
し
た
い
も
の
で
す
。

受

験

生

の

い

る

ご

家

庭

に

受
験
を
間
近
に
ひ
か
え
、い
ら
い

ら
し
た
双

不
安
に
な
っ
て
ぃ
る
こ

ど
も
も
少
な
く
は
な
い
で
し
冫
っ
。

家
族
が
神
経
過
敏
に
な
っ
て
接
す

れ
ば
、こ
ど
も
は
ま
す
ま
す
ぃ
ら
い

ら
し
て
し
ま
い
ま
す
。
勉
強
は
こ
ど

も
自
身
が
す
る
も
の
で
す
。

ま
わ
り
か
ら
暖
か
く
、お
お
ら
か

な
気
持
で
っ
っ
ん
で
あ
げ
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。

団

ら

ん

の

と

き

家
族
や
鶻
せ
き

が
そ
ろ
っ
て
、大

人
も
こ
ど
も
も
ま

じ
っ
て
顔
を
合
わ

せ
る
こ
と
が
多
い

の
も
お
正
月
で
す
。テ
レ
ビ
を
見
た

り
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
、
食
事
を
す
る

と
き
な
ど
に
大
人
の
気
持
と
こ
ど
も

の
気
持
を
思
う
ぞ
ん
ぶ
ん
交
流
さ
せ

ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、
こ
ど
も
の
気

持
や
考
え
方
を
親
は
知
る
努
力
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
も
の
で
す
。

足立 で買 お う

食べよう　頼もう
い
ま
足
立
区
で
は
、
区
の
工
事
や

實
入
れ
る
品
物
を
区
内
の
中
小
企
業

に
注
文
す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
区
議
会
が
昨
年
十
月
全
会

一
致
で
決
瞋
さ
れ
た
、
「
足
立
区
中
小

零
細
企
業
救
済
に
関
す
&
決
嶬
」
や

「
官
公
需
に
つ
い
て
の
中
小
企
業
者

の
受
注
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
。を

受
け
て
爽
施
し
て
い
る
も
の
で
す
。

さ
て
昭
和
四
十
七
年
度
の
商
業
調

査
に
よ
り
ま
す
と
区
内
の
全
商
業
販

売
額
は
約
三
、
五
(
五
億
円
で
し
た
。

一
方
最
近
の
都
全
体
を
平
均
し
た

世
帯
の
年
間
消
費
額
は
約
二
百
三
十

四
万
円
で
す
。

そ
し
て
昭
和
四
十
七
年
の
足
立
区

世
腕
調
査
に
よ
り
ま
す
と
、
日
用
品

以
外
の
買
物
を
地
元
以
外
で
買
う
方
'

は
四
十
%
近
い
率
で
し
た
。

足
立
区
は
中
小
企
業
を
中
心
と
し

た
経
済
状
態
に
あ
る
た
め
、
不
況
に

よ
る
影
響
は
ま
だ
続
い
て
い
ま
す
。

区
民
の
皆
さ
ん
、
「
足
立
で
賈
お

う
。
食
べ
よ
う
。
頼
も
う
」
運
助
へ

の
参
加
で
、
手
を
た
ず
さ
え
て
、
不

況
か
ら
脱
出
し
よ
う
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
。

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

差
別
の
は
じ
ま
り
(
1
0
)

「
エ
タ
・
非
人
」
を
山
す
そ
や

河
原
、
湿
地
や
崖
ぷ
ち
な
ど
、
く

ら
し
に
不
便
な
と
こ
ろ
へ
、
む
り

に
追
い
こ
め
て
い
く
こ
と
に
よ
っ

て
、
差
別
は
ま
す
ま
す
つ
よ
く
な

っ
て
い
き
ま
し
た
。

そ
こ
へ
、
主
家
兮
つ
し
な
っ
た

浪
人
亭
、
年
貫
を
お
さ
め
ら
れ
な

か
っ
た
農
民
、
ま
た
政
治
の
き
せ

い
者
な
ど
が
身
を
よ
せ
て
き
ま
し

た
。徳

川
時
代
の
中
期
、
元
禄
(
一

六
(
(
年
)
か
ら
享
保
(
一
七
一

六
年
)
に
か
け
て
、
全
国
的
に
そ

の
数
が
に
わ
か
に
ふ
え
だ
し
、
末

期
に
は
、
ま
す
ま
す
差
別
を
政
策

的
に
き
ぴ
し
く
し
て
い
き
ま
し

た
。
　
　
　
　
　
(
つ
づ
く
)

◎
同
和
行
政
に
つ
い
て
は
、
区
役

所
同
和
対
策
担
当
へ

◎
差
別
に
か
か
わ
る
生
活
の
問
愚

に
つ
い
て
は

八
五
〇
-
七
七
六
九
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冬

の

ス
ポ

ー
ツ

を

楽

し

も

う

―
区
民
ス
キ
ー
教
室
な
ど
―

今
年
も
い
よ
い
よ
冬
の
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ズ
ン
が
や
っ

て
き
ま
し
た
。
教
育
委
員
会
で
は
、
次
の
と
お
り
区

民
ス
キ
ー
教
室
、
駅
伝
大
会
な
ど
を
關一
催
し
ま
す
。

ふ
る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■

区

民

ス

キ

ー

教

室

<
第
一
次
>

期
日
　
昭
和
五
十
二
年
一
月
二
十
二

日
(

土
)
!

一
十
四
日
(
月
)
二

洫
四
袁

資
格
　
区
内
に
在
住
、
在
勤
の
十
(

歳
以
上
の
方

場
所
　
新
潟
県
小
出
ス
キ
ー
場

交
通
機
関
　
往
復
共
特
急
「ト
キ
」

利
用
　
往
き
…
上
野
駅
発
午
前
七

時
三
十
(
分
　
帰
り
…
小
出
駅
発
　

午
後
三
時
五
十
九
分

集
合
場
所
　

一
月
二
十
二
日
午
前
六

時
四
十
五
分
　
国
鉄
上
野
駅
団
体

待
合
所

募
集
人
員
　
九
十
(
名
(
定
員
に
な

り
次
第
締
切
)

会
費
　
一
万
二
千
五
百
円

宿
舎
　
川
善
旅
館
ほ
か

<
第
二
次
>

期
日
　
昭
和
五
十
二
年
二
月
十
九
日
(

土
)
～
二
十
二
日
(
火
)
三
泊

五
食
(
車
中
一
泊
)

資
格
　
区
内
に
在
住
、
在
勤
の
十
(

歳
以
上
の
方

場
所
　
新
潟
県
赤
倉
ス
キ
ー
場

交
通
機
関
　
往
復
共
五
十
人
乗
り
エ

ア
ポ
ー
ト
バ
ス
利
用

集
合
場
所
　
昭
和
五
十
二
年
二
月
十

九
日
午
後
九
時
　
足
立
区
役
所
前

募
集
人
員
　
九
十
五
名
(
定
員
に
な

り
次
第
締
切
)

会
費
　
一
万
三
千
円

宿
舎
　
赤
倉
温
泉
ホ
・テ
ル
ニ
ュ
ー
エ

バ
ラ

申
込
方
法
　
第
一
次
、
第
二
次
と
も

十
二
月
十
日
(
金
)
か
ら
受
付
け

ま
す
。
体
育
課
に
あ
る
所
定
の
申

込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入
の
う

え
、
現
金
を
添
え
て
直
接
、
教
育

委
貝
会
体
育
課
(
千
住
仲
町
五
(

和
光
ビ
ル
内
)
へ
ど
う
ぞ
。

基礎から指導します( 区民スキー教室)

十
二
月
は
、
固
定

資
産
税
・
都
市
計
画

税
第
三
期
分
の
納
期

月
で
す
。

納
税
は
、
振
替
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

正
月
を
楽
し
く

■

ス

キ

ー

ス

ク

ー

ル

期
日
　
十
二
月
三
十
一
日
夜
行
～
一

月
四
日
夜
帰
着
(
旅
館
三
泊
)

場
所
　
池
の
平
ス
キ

ー
場

会
費
　

二
万
六
千
円

募
集
人
員
　

九
十
名

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
区
ス

キ
ー
協
会
(
千
住
三
-
七
五
日
比

方
　
　
(
(

一
丁

七
九
〇
〇
)

■

区

民

駅

伝

大

会

日
時
　
昭
和
五
十
二
年
一
月
十
六
日
(

日
)
午
前
八
時
三
十
分
(

た
だ

し
、
雨
天
の
場
合
は
一
月
三
十
日

に
順
延
)

場
所
　
荒
川
河
川
敷
右
岸
(
西
新
井

橋
-
江
北
橋
関
)

資
格
　
区
内
在
住
、在
勤
、在
学
の
方

チ
ー
ム
編
成
・
距
離
　
一
般
の
部
・

高
校
の
部
…
監
督
一
名
、選
手
五

名
、補
欠
二
名
(
五
・
六
キ
ロ
メ

ー
ト
ル
)
中
学
の
部
(
一
校
二

チ
ー
ム
ま
で
)
…
監
督
一
名
、選

手
一
名
、
補
欠
二
名
(
二
・
(
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
)

申
込
・
問
い
合
わ
せ
先
　
チ
ー
ム
名
・

部
別
・
走
者
順
位
・
選
手
氏
名
・

住
所
・
年
齢
・
連
絡
先
電
話
番
号

を
明
記
の
う
え
、
十
二
月
二
十
四

日
(
金
)
ま
で
に
教
育
委
員
会
体

育
課
へ

■
区
民
フ
ォ
ー
ク

ダ
ン
ス
の
夕
べ

日
時
　
十
二
月
九
日
・
二
十
三
日

(
木
)
午
後
六
時
三
十
分
～
九
時

場
所
　
千
寿
第
三
小
学
校
体
育
館

参
加
費
　
無
料
(
初
心
者
歓
迎
)

連
絡
先
　
足
立
区
フ
ー
ー
ク
ダ
ン
ス

連
盟
　
　
(
(

一
-
九
〇
六
五

十
二
月
四
日
か
ら
十
日
ま
で

は
人
権
週
間
で
す
。

お
互
い
に
人
権
を
尊
重
し
ま

し
ょ
う
。

■

野

球

チ

ー

ム

の

登

録

更

新

を

～
お
忘
れ
な
く
～

区
営
野
球
場
使
用
抽
選
会
に
必
要

な
昭
和
五
十
一
年
の
登
録
証
の
有
効

期
限
は
十
二
月
末
日
ま
で
で
す
。

昭
和
五
十
二
年
、
五
十
三
年
分
の

登
録
証
の
更
新
を
次
の
よ
う
に
受
付

け
ま
す
の
で
、
お
忘
れ
な
く
お
受
け

く
だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
十
二
月
六
日
(
月
)
か

ら
常
時
受
付
け
ま
す
。

受
付
場
所
　
教
育
委
員
会
体
育
課

※
な
お
、
更
新
の
際
は
旧
登
録
証
を

必
ず
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
先
　

教
育
委
員
会
体
育

課

都営 住 宅 の

入 居 者 募集( 地元 割 当)
～車イス使用者の世帯の方へ～

足
立
区
に
剖

当
て
ら
れ
た
車

イ
ス
使
用
者
世

帯
向
の
都
営
住

宅
(
新
築
)
の

入
居
者
を
募
集

し
ま
す
。

な
お
、
今
回

の
募
集
は
、
車

イ
ス
使
用
者
世

帯
向
だ
け
で
す

の
で
、
一
般
の

方
は
応
募
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご

注
意
を
。

用
紙
交
付
期
間
　
十
二
月
十
三

日
(
月
)
～
十
二
月
十
(
日

(
土
)
午
前
(
時
三
十
分
～
午

後
五
時
(
た
だ
し

、
土
曜
日
は

正
午
ま
で
)

用
紙
交
付
場
所
　
区
役
所
一
階
区

民
部
管
理
課
・
区
役
所
第
二
庁

舎
・
区
の
各
出
張
所

受
付
期
限
　
十
二
月
十
(
日
(
土
)

正
午
ま
で
に
区
役
所
区
民
部
管

理
課
に
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
郵
送
の
場
合
は
、
十
二
月

十
(
日
ま
で
の
消
印
が
あ
り

、

十
二
月
二
十
二
日
ま
で
に
足
立

郵
便
局
に
到
一

し
た
も
の
に
限

り
有
効

今
回
募
集
の
住
宅

○
所
在
地

舎
人
町
二
二
三

番

地
○
種
別
(
車
イ
ス
便
用
者
世
帯
向
)

第
一
種
住
宅

○
登
録
者
数
　
三
名

※
こ
の
募
集
は
、抽
せ
ん
を
し
な

い
で
、住
宅
に
困
っ
て
い
る
度
合

い
の
高
い
方
か
ら
順
に
登
録
し
、

住
宅
を
あ
っ
せ
ん
す
る
方
式
で

す
。く

わ
し
く
は
、申
込
用
紙
と
い

っ
し
″
に
さ
し
あ
げ
る
「申
込
の

し
お
り
」を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
気
軽
に
ご
利
用

ご
参
加
く
だ
さ
い

■

若

人

の

祭

典

き

ょ

う

開

催

し

ま

す

日
時
・
場
所
　
十
二
月
五
日
(
日
)
　
…

青
年
館
(
東
武
大
師
前
駅
下
車
)

内
容
　
フ
ォ
ー
ク
ロ
y
ク
コ
ン
サ
ー

ト
・
お
茶
会
・
バ
ザ
ー
・
落
語
・

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト

ー
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ

ー
キ
ャ
ン
ド
ル
サ
ー
ビ
ス
等

主
催
　
若
人
の
祭
典
実
行
委
員
会
、

足
立
サ
ー
ク
ル
連
合

後
援
　
教
育
委
員
会
。
足
立
区
青
少

年
委
員

■
若
者
の
た
め
の総

合

相

談

室

全
国
勤
労
青
少
年
会
館
(
サ
ン
プ

ラ
ザ
)
の
相
談
室
で
は
、
職
業

、
結

婚
、
健
康
、
法
律
、
そ
の
他
の
問
題

に
つ
い
て

、
専
門
的
な
相
談
を
無
料

で
行
な
っ
て
い
ま
す
。
簡
単
な
問
胆

に
つ
い
て
は
。
手
紙
や
電
話
で
も
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用

く
だ
さ
い

。

受
付
時
間
　
毎
日
正
午
～
午
後
七
時

三
十
分
(
日
曜
・
祝
日
は
午
後
五

時
ま
で
)

問
い
合
わ
せ
先
　
全
国
勤
労
青
少
年

会
館
相
談
室
(
中
野
区
中
野
四
-
一
-
一
　
　

三
(
(
一

一
一
五
一

国
電
中
野
駅
前
)

■

手

話

相

談

―
ろ
う
者
の
方
ヘ
―

日
時
　
十
二
月
六
日
・
二
十
日
(
月
)

午
前
十
時
～
午
後
四
時

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
公
共
職
業
安

定
所
　
　
(
(

一
丁

匸
一
(
七

十

二

月

の

安

売

り

デ

ー

肉…
十
一
日
'
・
二
十
五
日
(
土
)

青
果
物
…
十
ら
一
日
(
水
)

水
産
物
…
十
七
日
(
金
)

■

相

談

日

が

変

更

―
高
齢
者
無
料
職
業
相
談
―

毎
月
第
四
火
曜
日
、区
役
所
一
階

の
区
民
相
談
室
で
行
な
っ
て
い
る
高

齢
者
無
料
職
業
相
談
は
、十
二
月
の

相
談
日
が
、次
の
よ
う
に
変
更
に
な

り
ま
し
た
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

十
二
月
の
相
談
日
　
十
二
月
二
十
】

日
(
火
)
午
前
十
時
～
午
後
三
時

■

タ

バ

コ

ク

ラ

フ

ト

展

示

会

タ
バ
コ
の
空
箱
を
便
っ
た
ペ
ー
パ
ー

ク
ラ
フ
ト
で
す
。
人
形
や
パ
ラ
ソ

ル
な
ど
い
ろ
い
ろ
展
示
さ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

日
時
　
十
二
月
九
日
(
木
)
午
前
十

時
～
午
後
四
時

場
所
　
産
業
振
興
館
二
階
会
鑽
室

(
区
役
所
と
な
り
)

■

郵

便

局

か

ら

の

お

知

ら

せ

郵
便
物
を
わ
か
り
や
す
く
入
れ
る

た
め
、
郵
便
差
出
箱
(
郵
便
ポ
ス
ト
)

の
差
入
口
か
次
の
よ
う
に
変
わ
り
ま

し
た
。

○
都
区
内
が
東
京
都
に

○
地
方
が
他
府
県
に

ま
た
、年
賀
(
ガ
キ
の
引
受
け
は

十
二
月
十
五
日
(
水
)
か
ら
で
す
。

十
二
月
二
十
日
頃
ま
で
に
、
な
る
べ

く
お
出
し
く
だ
さ
い
。

(
替
)
の
手
続
き
は

お
済
み
で
し
ょ
う
か

た
だ
い
ま
郵
便
局
で
は
、
昭
和
四

十
九
年
九
月
二
十
三
日
以
前
に
お
預

け
に
な
っ
た
定
額
貯
金
の
利
息
が
有

利
に
な
る
手
続
き
(
(
替
)
の
手
続

き
)
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

手
続
き
は
簡
単
で
す
。
定
額
貯
金

証
書
を
お
近
く
の
郵
便
局
の
窓
口
へ

提
出
す
れ
ば
、
そ
の
定
順
貯
金
証
書

に
「(
替
)
」の
表
示
を
し
て
く
れ

ま
す
。取
扱
い
は
。昭
和
五
十
二
年

一
月
十
三
日
(
木
)
ま
で
で
す
の

で
、お
手
も
と
の
定
碩
貯
金
証
書
を

お
確
か
め
の
う
え
、お
近
く
の
郵
便

局
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー

の
催
物

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
ター

六
〇
五
-
七
一
〇
一

▼
ペ
ー
パ
ー
ク
ラ
フ
ト
ー
十
日
(

金
)
午
前
九
時
三
十
分
・
:教
材

費
千
円
　
▼
百
人
一
首
の
練
習
会
-

十
二
日
(
日
)
午
前
十
時
　
▼

つ
ま
み
画
教
室
-
十
五
日
(
水
)

午
後
一
時
…
教
材
費
千
五
百
円

▼
茶
道
教
室
-
十
六
日
(
木
)
午

前
九
時
三
十
分
…
定
員
二
十
名

▼
文
学
教
室
-
十
(
日
(
土
)
午

後
一
時
三
十
分
　
▼
親
子
工
芸
教

室
-
十
(
日
(
土
)
午
後
二
時
…

定
員
十
組
　
▼
紙
芝
居
と
匐
話
-

十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
八
九
-
四
六
六
一

▼
老
人
無
料
健
康
相
談
一

十
四
日
(

火
)
午
後
一
時
三
十
分
　
▼
老

人
踊
り
教
室
-
十
(
日
(
土
)
午

後
一
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

八
九
七
-
五
〇
一
六

▼
年
賀
状
の
版
画
を
作
ろ
・つ
一
(

日
(
水
)
・
十
一
日
(
土
)
午
後

二
時
　
▼
老
人
生
花
教
室
!
十
一

日
(
土
)
午
前
十
時
　
▼
老
人
浪

曲
大
会
-
十
こ
日
(
日
)
午
後
一

時
　
▼
百
人
一
首
の
練
習
会
-
十

二
日
(
日
)
午
後
二
時
　

▼
老
人

無
料
健
康
相
談
一
十
四
日
(

火
)

午
後
一
時
三
十
分
　
▼
子
ど
も
ク

リ
ス
マ
ス
会
-
十
(
日
(

土
)
午

後
二
時

□
千
住
区
民
福
祉
セ
ン
ター

八
八
二
-
二
七
六
五

▼
セ
ン
タ
ー
懇
談
会
一
七
日
(
火
)

午
後
一
時
　
▼
老
人
踊
り
教
室
-

(
日
・
十
五
日
(
水
)
午
前
十
時

三
十
分
　
▼
老
人
民
謡
教
室
-
九

日
・
十
六
日
(
木
)
午
後
一
時
　

▼
老
人
無
料
健
康
相
談
-
十
四
日

(
火
)
午
後
一
時
三
十
分

□
西
伊
興
児
童
館八

九
七
-
六
九
四
八

▼
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
ー
十
一
日

(
土
)
午
後
三
時
　
▼
ク
リ
ス
マ

ス
ツ
リ
ー
の
飾
り
つ
け
I
十
一
日

(
土
)
午
後
二
時
　
▼
ピ
ア
ノ
練

習
日
-
十
七
日
(
金
)
午
後
二
時

▼
子
ど
も
映
画
会
一
十
(
日
(
土
)

午
後
三
時…
ア
ラ
ジ
ン
と
ふ
し
ぎ

な
ラ
ン
プ

□
本
木
東
児
童
館

八
四
九
-
三
○
○
五

▼
体
操
ゲ
ー
ム
ー
九
日
(
木
)
午

後
三
時
三
十
分
…
定
員
二
十
名

▼
年
賀
状
の
版
画
を
作
ろ
う
一
十

一
日
(
土
)
午
後
二
時
・・
小

学
四

年
生
以
上
、
定
員
二
十
名
　
▼
紙

芝
居
丿
毎
週
火
曜
日
午
後
三
時
三

十
分

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館

九
一
二
-
三
四
ニ
一

▼
老
人
カ
ル
タ
会
-
五
日
(
日
)

午
前
十
時
　
▼
老
人
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
ー
十
一
日
(
土
)
午
後
一
時

▼
い
ち
ょ
う
座
公
演
-
十
二
日
(

日
)
午
後
一
時
…
会
場
-

新
田
中

体
育
館
　
▼
年
忘
れ
映
画
大
会
-

二
十
日
(
月
)
午
後
一
時
・
:
に
っ

ぽ
ん
泥
棒
物
語

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館

八
八
二
-
一
二
一
八

▼
老
人
民
舞
教
室
-
七
日
・
十
四

日
(
火
)

午
後
一
時
　
▼
老
人
民

踊
教
室
一

十
六
日
・
二
十
三
日
(

木
)
午
後
一
時

□
い
り
や
児
童
館
・
老
人
館

八
五
五
-
一
〇
五
〇

▼
老
人
舞
踊
教
室
-
七
日
(
火
)

午
前
十
時
　
▼
音
楽
教
室
-
九
日

(
木
)
午
後
二
時
　
▼
ク
リ
ス
マ

ス
の
飾
り
を
作
ろ
う
I
十
一
日
(

土
)
午
後
二
時
　
▼
ク
リ
ス
マ
ス

カ
ー
ド
の
交
換
会
-
十
五
日
(
水
)

午
後
二
時
　
▼
老
人
演
芸
大
会
-

十
七
日
(
金
)
午
後
一
時
　
▼
子

ど
も
映
画
会
-
十
(
日
(
土
)
午

後
}
時
三
十
分
…
野
ば
ら

□
教
育
セ
ン
ター八

五
〇
-
八
八
〇
一

▼
映
画
の
タ
ベ
ー
十
一
日
(
土
)

午
後
六
時
…
チ
ヤ
'
プ
リ
ン
の
ア
ー

ト
オ
ブ
コ
メ
デ
ィ
ー

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー

八
五
〇
-
二
六
一
七

▼
料
理
教
室
(
お
か
し
作
り
)
-

十
七
日
(
水
)

…
定
員
二
十
名
、

教
材
費
二
百
円

、
申
込
み
は
五
日
(

日
)
か
ら

▼
老
人
民
謡
教
室
-
九
日
(
木
)

午
後
二
時
　
▼
手
芸
教
室
一
九
日

(
木
)
午
後
一
時
　
▼
親
子
コ
ー

ラ
ス
ー
十
六
日
(
木
)
午
後
三
時

▼
お
せ
ち
料
理
講
習
会
-
十
七
日

(
金
)
…
定
員
二
十
名
、教
材
費

千
円
、
申
込
み
は
五
日
(
日
)
か

ら
　
▼
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス
の
集
い
I

十
(
日
(
土
)
午
後
二
時

<
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、直

接
セ
ン
タ
ー
の
事
務
室
へ
>

〔
材
料
費
の
明
記
し
て
い
な
い
教
室

は
無
料
で
す
〕

愛 犬 家 の 皆 さ ん へ

最
近
、
無
責
任
な
犬
の
飼
い
方
を
し

て
い
る
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
あ
な
た

は
、
近
所
の
方
に
ご
迷
惑
を
か
け
て
は

い
ま
せ
ん
か
。

夜
間
や
早
朝
に
放
し
飼
い

を
し

た

り
、
敵
歩
中
に
道
路
や
他
人
の
家
の
玄

闘
先
で
ふ
ん
を
さ
せ
た
り
す
る
な
ど
モ

ラ
ル
の
低
い
飼
い
方
を
し
て
い
る
人
を

見
か
け
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
ほ
ん
と
う

の
愛
犬
家
と
は
申
せ
ま
せ
ん
。

犬
に
運
動
を
さ
せ
る
と
き
は
、
必
ず

く
さ
り
を
つ
け
る
よ
う
に

し

ま
し
″

う
。
犬
の
ふ
ん
も
新
聞
紙
や
ビ
ニ
ー
ル

袋
な
ど
に
入
れ
飼
い
主
が
自
分
で
始
末

を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
つ
な
が
れ
た
犬
に
瞭一
ま
れ
る

事
故
が
増
え
て
い
ま
す
。
つ
な
ぐ
場
所

に
注
意
し
、
犬
が
い
る
こ
と
を
は
っ
き

り
掲
示
す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

咬
み
つ
く
餠
の
あ
る
犬
は
お
り
の
中
で

飼
う
と
か
口
輪
を
は
め
る
な
ど
し
て
、

他
人
に
危
害
を
与
え
ぬ
よ
う
心
が
け
て

く
だ
さ
い
。

犬
に
関
し
て
ご
相
談
の
あ
る
方
は
、

お
近
く
の
保
健
所
へ
ど
う
ぞ
。

が ん 検 診 を

――早期発見・早期治療のために――

足
立
保
健
所
管
内
に
住
ひ
方
を
対
象

に
、
冐
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
(
無
料
)

を
行
な
い
ま
す
。

◎
胃
が
ん

対
象
　
膺
三
十
五
歳
以
上
の
方

期
日
・
場
所
　
足
立
保
健
所
…
昭
和
五

十
二
年
一
月
二
十
四
日
・
一
月
三
十

一
日
(
月
)

が
ん
検
珍
セ
ン
タ
ー

・こ

月
二
十
五
日
・
二
月

】日
(
火
)

募
集
人
員
　
二
百
名

◎
子
宮
が
ん

対
象
　
膺
三
十
歳
以
上
の
婦
人

期
日
・
場
所
　
一
月
十
一
日
(
火
)
・

一
月
二
十
五
日
(
火
)
・
一
月
二
十

七
日
(
木
)
…
か
ん
検
診
セ
ン
タ
ー

募
集
人
員
　
百
九
十
名

申
込
先
　
往
復
(
ガ
キ
に
希
望
月
日

(
胃
、子
宮
が
ん
の
別
を
明
記
)
・

住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
性
別
・
一
話

番
号
を
記
入
し
、足
立
保
健
所
予
防

課
(
中
央
本
町
一
-
五
一
三
　
　
(

四
〇
-
五
一
四
一
)
へ
お
申
込
み
く

だ
さ
い
。な
お
、申
込
み
は
十
二
月
六

日
～
十
四
日
ま
で
の
消
印
ま
で
有
効


